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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！
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町
の
活
性
化
の
た
め
、
町
の
魅
力

発
信
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
魅
力
発
信
の
方
法
と
し
て
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
デ
イ
ア
の
活

用
、
県
や
他
の
市
町
村
と
の
連
携
な
ど
実
施

し
て
い
る
が
、
効
果
の
高
い
も
の
に
注
力
す

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
魅
力
発
信
と
と
も
に
新
た
な
魅
力
を

発
見
し
、
つ
く
り
出
す
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

今
後
さ
ら
に
元
気
な
町
を
つ
く
り
出
す
た
め
、

町
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
り
、
町
を
売
り
出
す

戦
略
を
立
て
、
魅
力
発
信
に
積
極
的
に
努
め

る
こ
と
を
望
む
。

●
企
画
課
魅
力
発
信
係
の
取
り
組
み

　

魅
力
発
信
係
は
広
報
紙
の
発
行
に
よ
る
情

報
発
信
の
ほ
か
、
住
民
や
学
生
、
企
業
等
と

協
働
・
連
携
し
た
各
種
魅
力
発
信
事
業
を
行
っ

て
い
る
。
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
住
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

（
岩
倉
水
辺
の
森
有
効
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
）

・
県
立
女
子
大
生
に
よ
る
玉
村
町
活
性
化
プ

ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

・
麦
踏
み
合
戦
（
麦
踏
み
体
験
と
お
っ
き
り
こ

み
の
イ
ベ
ン
ト
）

・
Ｊ
Ａ
Ｆ
ド
ラ
イ
ブ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

・
ふ
る
さ
と
納
税
奨
励
事
業

●
企
画
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
係
の
取
り
組
み

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
と
も
に
、
町
内
に

あ
る
新
た
な
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
、
様
々
な

媒
体
を
活
用
し
、
主
に
東
京
圏
を
中
心
と
し

た
県
外
に
発
信
す
る
こ
と
で
町
の
知
名
度
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
魅
力
素
材
の
発
掘
、

磨
き
上
げ
、
更
に
発
掘
し
た
素
材
の
活
用
ル
ー

ト
を
見
出
し
、
玉
村
町
の
新
た
な
魅
力
を
発

信
す
る
と
と
も
に
、
交
流
人
口
増
加
に
繋
が

る
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
新

聞
、
雑
誌
等
メ
デ
イ
ア
へ
の
掲
載
、
東
京
圏

発
地
型
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
等
に
よ
る
誘
致

な
ど
で
あ
る
。
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所管事務調査日：令和２年２月18日

玉村町の魅力について調査

玉村町の活性化に向け
　　さらなる魅力の発信を

総務経済
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麦踏み合戦

在京メディア向け現地視察会

●
繁
栄
し
た
古
墳
時
代

　

約
２
万
４
千
年
前
、
浅
間
山
噴
火
に
よ
る

山
体
崩
壊
で
、
緩
や
か
な
傾
斜
を
も
つ
前
橋

台
地
が
形
成
さ
れ
た
。
３
世
紀
に
東
海
地
方

を
中
心
と
し
た
移
民
が
群
馬
県
平
野
部
の
開

拓
に
成
功
し
、
低
地
の
排
水
と
利
水
に
よ
り

水
田
耕
作
を
行
っ
た
。
こ
の
後
、
玉
村
町
周

辺
は
繁
栄
し
、
結
果
と
し
て
２
０
０
基
を
超

え
る
古
墳
が
つ
く
ら
れ
た
。
軍
配
山
古
墳
、

梨
ノ
木
山
古
墳
は
現
在
も
姿
を
残
し
て
い

る
。
ま
た
、
小
泉
古
墳
群
で
は
、
多
く
の
埴

輪
と
共
に
全
国
的
に
珍
し
い
単
鳳
環
頭
大
刀

が
複
数
出
土
し
て
い
る
。

●
災
害
の
歴
史

　

玉
村
町
は
繰
り
返
し
災
害
に
見
舞
わ
れ
て

い
る
。
３
〜
４
世
紀
浅
間
山
噴
火
に
よ
る
軽

石
、
５
〜
６
世
紀
榛
名
山
噴
火
の
影
響
に
よ

る
洪
水
、
９
世
紀
河
川
氾
濫
に
よ
る
洪
水
、

１
１
０
８
年
浅
間
山
噴
火
に
よ
る
降
灰
・
軽

石
、
推
定
１
４
２
７
年
利
根
川
主
流
の
変
流

に
よ
る
洪
水
、
１
７
８
３
年
浅
間
山
噴
火
等
、

度
重
な
る
災
害
に
よ
り
長
期
間
繁
栄
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
ず
、
有
力
な
支
配
層
も
育
た

ず
に
い
た
。
し
か
し
、
古
代
の
東
山
道
駅
路

が
置
か
れ
た
り
、
角
渕
が
水
運
で
発
展
し
た

り
、
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。

　

戦
国
末
期
に
は
神
流
川
合
戦
と
い

う
上
州
最
大
の
戦
い
が
あ
っ
た
。
本

能
寺
の
変
の
直
後
、
北
条
氏
が
上
州

に
侵
攻
し
た
。
迎
え
撃
つ
織
田
方
の

大
将
が
滝
川
一
益
。
２
日
程
の
戦
い
で
滝
川
氏

が
敗
退
し
た
。
こ
の
際
、
滝
川
一
益
が
軍
配
を

振
る
っ
た
の
が
軍
配
山
古
墳
と
言
い
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
合
戦
は
玉
村
町
を
含
む
広
範
囲

で
展
開
さ
れ
て
お
り
、
新
町
に
は
首
実
検
後
に

埋
葬
し
た
首
塚
、
藤
岡
市
に
は
胴
体
だ
け
を
埋

葬
し
た
胴
塚
が
あ
る
。
現
存
す
る
こ
れ
ら
歴
史

遺
産
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な

歴
史
散
歩
コ
ー
ス
と
な
る
だ
ろ
う
。
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副委員長　小 林 一 幸
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所管事務調査日：令和２年２月10日
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古えの玉村町を訪ねて

歴史文化財資源の発掘
古墳時代～戦国期

民生文教

Report

古墳発掘（小泉大塚越３号古墳）

東山道駅路（上福島の砂町遺跡）

首塚（高崎市新町）


